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6.25(水)9:15～10:15 

・0，1 歳児保護者11 名：3-①「目指せ！早寝・早起き・朝ご飯」（ラベルワーク）＝磯田 和美F 
・2 歳児保護者6 名：7-②「こんなこどもに育ってほしい」（ランキング）＝伊藤 康子F 
・3 歳児保護者12 名：2-③「私のほめ方・しかり方」（ロールプレイ）＝吉廣 則子F 
　３クラスでそれぞれ会場を分けて実施しましたが、各会場で楽しそうな様子が伝わってきました。 
 
 
 
 

2025.8.8(金)　№2

 
今年度は、親楽依頼が 6 月以降続々と入っていて、大変うれ 

しく思っています。今回の『Studio"F"』では、今年度のこれまでの 
親楽を一気にご紹介します。 
　8 月以降もまだまだ依頼が入っています。親楽ファシリテーターの 
皆様のたくさんの活躍を心から願っています。 

 

TOPIC 

・幼保園のぎ 

（6.12,6.25） 

・揖屋幼保園 

（7.2,7.9,7.11）

6.12(木)9:15～10:15 

・4 歳児保護者33 名：4-④「誰が決めるの？」（ランキング）＝原田 京美F　　※F：ファシリテーター 

・5 歳児保護者30 名：7-③「わが子の PR」（アサーティブトレーニング）＝遠藤 千紘F 

　会場に集まってくる参加者さんの表情に緊張感がありましたが、徐々ににこやかになっていき、アイスブレイクが終

わってワークに入るときには積極的に参加者同士で関わる姿が見られ、変化の大きい印象の親楽でした。

≪受講者の感想≫　〇アイスブレイクの効果もあってか、堅苦しくならずにグループでの時間が過ごせました。 

〇ポジティブに変換するのは難しいこともありましたが、こどものいいところに目をやることを意識したいと改めて思えた時間でした。 

〇他の家庭の様子（物事についてだれが決めるか）が分かって参考になった。いろいろな考え方があるし、自分の家のことを見つめ直す時間になった。 

〇普段交流がない方とも深い話ができたり、年長で知っているつもりになっていた子のこともちゃんと知ることができました。良いところも悪いところも全ては良いところと捉えられる素敵な会でした。 

親楽ファシリテーター通信

≪受講者の感想≫　〇他の保護者さんも同じような悩みを持っていることに、少し安心しました。 〇ファシリテーターさんが「理想は…」という前提で伝えて

くださったのが、理想と現実のギャップに日々悩んでいる者としては嬉しかったです。完璧には難しいですが、少しずつ取り組んでいきます。  〇今回の研修会で他

□の人の話を聞き、こどもの思いを受け止めて、しっかり目を見て優しい口調で ること、理由をちゃんと話すことなどをできるように気を付けたいと思いました。 

〇他の方のお話を聞いて、ハッとさせられること、すぐにやってみようと思うことなどがあり、勉強になりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 松江市教育委員会生涯学習課　 担当：森脇・川神 

〒690-8540　松江市末次町86　　　TEL：55-5288　　　FAX：55-5543 
E-mail　:　oyagaku@city.matsue.lg.jp 

 
☆皆様からのご意見や情報提供、お待ちしております。どうぞよろしくお願いします。 

7.2(水)9:10～9:55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※F：ファシリテーター 

・4 歳児保護者14 名：2-③「私のほめ方・しかり方」（ロールプレイ）＝吉川　司F　（吉川　佳奈美F） 

　クラス内の保護者さん同士で積極的に交流しながらつながりづくりができました。 
 
 
 
 

7.9(水)9:10～9:55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・5 歳児保護者17 名：4-⑥「こどもに本当に必要ですか？」（ランキング）＝藤原　舞F 

　　　　〃　　　　16 名：4-⑥「こどもに本当に必要ですか？」（ランキング）＝森脇　涼F 

　クラスによってランキングの内容も雰囲気も違いがあり、どちらも満足そうな保護者さんたちの表情が印象的でした。 

 

 

 

7.11(金)9:10～9:55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・3 歳児保護者18 名：1-③「こどもに示したい大人のふるまい」（カードワーク）＝吉川　佳奈美F 

　　　　〃　　　　17 名：1-③「こどもに示したい大人のふるまい」（カードワーク）＝伊藤　康子F 

　各クラスで様々なアイディアが出てきて、発見がたくさんあったワークとなりました。 

 
 
 
 
 
 
 
↑ホワイトボードを活用して待ってる時間を安心させる工夫！　　　　↑カードワークを上手に進める保護者さんたち‼↑

≪受講者の感想≫　〇一旦こどもの思いを受け入れてから、一緒にどうするか考えることも大切だなと感じました。 

〇ほめられることは、いくつになっても嬉しいものだなと感じ、こどもにはほめすぎないくらいでほめて、気もちを伝えたり愛を伝えたりしていきたいと改めて思いました。 

〇ファシリテーターさんが言ってくれたように、親の気もちのコントロールが一番の課題だと感じました。感情的にならずに対応できるようにしていきたいです。 

〇皆さんと話をしていて、自分とは違う伝え方をしているということが分かり、真似してみたいと思いました。また、保護者さんと仲良くなれて良かったです。 

mailto:oyagaku@city.matsue.lg.jp

